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本レポートは、信金中金海外駐在員が現地企業等から聴取した新型コロナウイルス（COVID-19）

の影響について報告します。ご意見・ご感想等あれば、当部または最寄りの営業店までお寄せください。 

また、信金中金海外業務推進部では、各国の主要経済指標や News Topics をまとめた「SCB 海外

Daily News」を日次でメール配信しています。配信をご希望の際は、当部までご連絡ください。 

 

ニューノーマルに向かうベトナム最新事情 

厳しい社会隔離（ロックダウン）など徹底したゼロコロナ施策を行ってきたベトナム政府です

が、今般ウィズコロナ施策へ舵を切り、新型コロナウイルス対策と経済・市民生活再始動の両立

を目指す新たな国家基準である決議１２８号（１２８／ＮＱ―ＣＰ）を発表しました。 

本号では、本決議の内容を説明するとともに、ニューノーマルに向かって動き出した『ベトナ

ムの今』を読者の皆様に感じてもらえるよう、主な業種の状況や現地の様子をご紹介します。 

 

１．新型コロナウイルス感染状況と政府方針転換の背景 

新型コロナウイルス第４波の特徴は、ホーチミン市を中心とする南部での感染爆発です。ホー

チミン市が厳しい行動制限を課した８月２３日の新規感染者数は、ベトナム全体で１万人超、南

部３市省（ホーチミン市、ドンナイ省、ビンズン省）の感染者数が全体の８割を占めていまし

た。新規感染者数は既にピークアウトしたとみられ、現在２１日連続で５千人を下回るなど減少

傾向にあります。 

また、政府による積極的なワクチン外交の成果により、ワクチンの確保・接種が急速に進み、

ベトナム全体の１回目接種率：５０％前後、２回目接種率：２０％となっています。南部を優先

したため、ホーチミン市は１回目接種率:１００％、２回目接種率:８０％と高くなっています。 

結果として、重症患者・死亡者数は減少し、病床使用率が改善するなど医療体制の回復が進ん

だことが、政府の方針転換の背景として挙げられています。しかし、実際には、社会隔離中にも

関わらず闇市・闇飲食店が跋扈していたなど、経済活動および国民の行動制限に限界が来ていた

ことも大きく影響していると考えられます。 

 

２．決議１２８号の内容 

決議１２８号（１０月１１日発表）は、ベトナム全土で統一されたウィズコロナ施策の基準で

あり、低リスクであるグリーンゾーン拡大を政府の最優先事項とすることが定められています。 

あくまで基準であり、実施施策については各省市に裁量権が与えられているため、具体的な内

容は地域によって異なることに留意が必要です。 

なお、外国人の入国には「特別入国手続き」が引き続き必要であり、在ベトナム日本国大使館

HP で最新情報を確認し、専門家と連携して進めてください。（実際の手続きについては、筆者の

入国体験記（２０２１年６月２2 日発行 第３１報）もご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

 続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/spv.pdf

